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太
鼓
の
甲
子
園
、
２
年
ぶ
り
に
い
の
ち
の
鼓
動
響
く

　
秋
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
１
０

月
２
１
日
に
第
一
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
約
７
０
０
人
の
観
客
が
迫

力
あ
る
演
奏
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
震
災
に
よ
っ
て
、
会
場
で
あ
っ
た
市
民
体
育
館
が
全
壊
し
た
ほ
か
、
の

ぼ
り
旗
な
ど
の
物
品
が
す
べ
て
流
失
し
、
ゼ
ロ
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト
。
逆

境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
が
入
念
に
準
備
を
重
ね
、
そ
れ
に
こ
た

え
る
か
の
よ
う
に
出
演
団
体
が
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
多
く

の
太
鼓
フ
ァ
ン
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
復
活
を
印
象
付
け
ま
し
た
。

太
鼓
の
甲
子
園
、
２
年
ぶ
り
に
い
の
ち
の
鼓
動
響
く



２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）１１月１日号　②

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

乳がん検診

子宮頸がん
検診

骨粗しょう
症検診

検診名 対　象　者 会場検診内容 料金 持　ち　物 料金免除対象者

平日に受け
られない人
矢作町全区
横田町全区
竹駒町全区
気仙町全区

　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

１１月１８日
（日）

横田町１・６～８区
竹駒町１～２乙区
竹駒町３～５・７区
竹駒町６区
気仙町１～１１区
気仙町１２～１４区
高田町１６・１７区
高田町１１～１５区
高田町１～８区
高田町９・１０区
米崎町１～５甲区
平日に受診できない
人

　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００

１２：３０～１４：００

　９：３０～１１：００

１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００

１２：３０～１４：００

　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

１１月　８日
（木）

１１月１２日
（月）

１１月１３日
（火）

１１月１４日
（水）

１１月１８日
（日）

１１月１９日
（月）

１１月２０日
（火）

実施月日 受付時間 対象地区

実施月日 受付時間 対象地区

米崎町１０・１１区
小友町７～１０区
米崎町５乙～９区
小友町４～６区
広田町１・３～５区
広田町１０・１５区
小友町１～３区
広田町２区
広田町９・１２～１４区
広田町６～８・１１区

　９：３０～１１：００

１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００

１２：３０～１４：００

　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

１１月１９日
（月）

１１月２０日
（火）

１１月２１日
（水）

１１月２２日
（木）

実施月日 受付時間 対象地区

米崎町全区
小友町全区、高田町１～８区
高田町９区～１７区
広田町全区  

　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
　９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００

１１月２１日
（水）

１１月２２日
（木）

実施月日 受付時間 対象地区

平成２４年４月２日か
ら平成２５年４月１日
までの間に、４０、４１、
４５、４６、５０、５１、５５、
５６、６０、６１、６５、６６、
７０、７１歳になる女性

４０歳以上の女性

２０歳以上の女性

①受診票
②医療費の一部負担金
等免除証明書、り災証
明書（一部損壊を除
く）、重度心身障害者
医療費受給者証（該当
者）〈持っている人の
み〉
③印鑑（非課税などの
申請を行う人のみ）
④スカート・バスタオ
ル（子宮頸がん検診を
受ける人）

 ・被災された人
で「医療費の一
部負担金等免除
証明書」または、
り災証明書（一
部損壊を除く）
を持っている人
 ・生活保護世帯
の人
 ・市民税非課税
世帯の人
 ・重度心身障害
者医療費受給者
証を持っている
人
 ・７０歳以上の
人

骨密度測定

細胞診

乳房Ｘ線撮
影（視触診
は、ありま
せん）

２,０００円

２,０００円

１,０００円

会場は竹駒コミセンです

会場は竹駒コミセンです
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は、ありま
せん）

２,０００円

２,０００円

１,０００円
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会場は竹駒コミセンです

　下記日程により、乳がん・子宮頸がん、骨粗しょう症検診を行います。乳がん・子宮頸がんは、２年

に１度の検診が推奨されていますので、対象者は昨年度未受診者になります。なお、検診料金が免除さ

れる場合がありますので、下表で確認してください。

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４２）まで。

※いずれの検診も混み合わないように、対象地区を指定しています。指定日時に受診できない場合は、

都合の良い日に受診してください。

【乳がん・子宮頸がん検診実施日程 ( 同時に実施 )】

【骨粗しょう症検診日程表】

乳がん・子宮頸がん、骨粗しょう症検診を実施



③

　市は、津波に対する安全性と市街地の利便性を高めるため、都市計画事業として主要幹線道路、補助幹

線道路を適切に配置し、格子状の道路ネットワークを構成していきます。

　このたび、都市計画道路の追加・変更と、既存の都市計画道路の廃止を行うため、次のとおり都市計画

案の縦覧を行います。

　この案について、意見のある市民および利害関係者は、縦覧期間中に県決定路線については知事に、市

決定路線については市長に対し意見書を提出することができます。

▽縦覧案件　都市施設（道路）

▽縦覧期間　１１月１３日（火）から２７日（火）まで

　※土曜、日曜、祝日を除く午前８時３０分から午後５時１５分まで

▽縦覧場所　市役所４号棟２階　都市計画課内

詳しくは、都市計画課計画係（内線４６１）まで。

　

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報

を
、
フ
ク
シ
ア
の
花
言
葉
《
暖
か

い
心
》
を
こ
め
て
お
届
け
す
る
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
第
二
回
は
、「
つ

ば
き
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

○
声
の
広
報
を
ご
存
じ
で
す
か　

　

目
の
不
自
由
な
人
に
、
市
の
情

報
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
広
報

を
読
み
上
げ
録
音
し
た
テ
ー
プ
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
プ

が
「
声
の
広
報
」
で
す
。
一
体
誰

が
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
つ
ば
き
の
会
が
作
っ
て
い
ま
す

つ
ば
き
の
会
は
平
成
六
年
に
設
立

し
、
目
の
不
自
由
な
人
の
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
主
な
活
動
と
し

て
い
る
団
体
で
す
。
声
の
広
報
の

他
に
も
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
テ

ー
プ
を
作
成
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
現
在

十
五
人
が
会
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

○
ど
こ
で
活
動
し
て
い
る
の

　

以
前
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

一
室
で
録
音
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
震
災
に
よ
り
流
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
震
災
後
会
員
間
で

連
絡
を
取
り
合
う
中
で
「
テ
ー
プ

を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
と
い

う
思
い
か
ら
活
動
再
開
を
決
定
。

機
材
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
横
田
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。
現
在
は
旧
竹
駒
保
育
園
の
一

室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
つ
ば
き
の
会
よ
り

　

つ
ば
き
の
会
の
瀧
本
慶
子
会
長

（
写
真
左
か
ら
四
人
目
）
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
広
報
の
テ
ー
プ
を

得
て
初
め
て
市
民
権
を
持
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
」
と
い
う
テ
ー
プ

利
用
者
の
声
を
原
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
心
に
添
い
、
共
に
元
気

で
生
き
る
つ
も
り
で
、
間
も
な
く

二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

○
連
絡
先
は

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

内
線
２
３
１
ま
た
は
２
３
２

※追加・変更する都市計画道路（国道３４０号、県道陸
前高田停車場線のルート変更、市道町森の前線の新設）

※廃止する都市計画道路（高田駅前線ほか既存の都市
計画道路の廃止）

　

声
の
広
報

を
聞
い
て
み

た
い
、
ま
た

は
つ
ば
き
の

会
の
活
動
に

興
味
が
あ
る

と
い
う
人
は
、

☎
５
５
ー
２

０
２
７
（
瀧

本
会
長
宅
）

ま
で
連
絡
し

て

く

だ

さ

い
。

連　載　②

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

✿
✿

✿

都市計画案縦覧のお知らせ都市計画案縦覧のお知らせ



２０１２年（平成２４年）１１月１日号　④

　乱開発や無秩序な土地利用を防止するために、一定面積以上（※１）の大規模な土地の取り引きをし

たときは、市に届け出が必要です。届け出の必要な土地取引は、一定面積以上の大規模な土地について、

土地売買などの契約（※２）を締結した場合に届け出が必要です。

※１　一定面積以上の土地

イ）市街化区域：２,０００㎡
以上（本市に該当区域はあ
りません）
ロ）イを除く都市計画区域：
５,０００㎡以上
ハ）都市計画区域外の区域：
１０,０００㎡以上

　なお、個々の面積は小さくても、

取得する土地の合計が上記の面積以

上となる場合には、届け出が必要で

す。

※２　土地売買などの契約

売買、交換、共有特分の譲
渡、営業譲渡、譲渡担保、
地上権・賃借権の設定・譲
渡、予約完結権の譲渡、信
託、受益権の譲渡、地位譲
渡など。

　なお、これらの取り引きの予約で

ある場合も含みます。

　届出事項については、①契約当事者の氏名・住所など、②契約締結年月日、③土地の所在および面積、

④土地に関する権利の種別および内容、⑤土地の利用目的、⑥土地に関する対価の額などです。

契約締結日を含め

て２週間以内に企

画政策課に届け出

をしてください。

届け出は、市町村

長を経由して都道

府県知事に対して

行われます。

届け出がなされた土

地について、利用目

的の審査が行われま

す。

届け出をしなかったり、虚偽の届け出をしたりすると、６カ月以下の懲役
または１００万円以下の罰金に処されます。

　詳しくは、企画政策課政策推進係（内線１７２）まで。

市街化区域：
２,０００㎡以上

市街化区域
以外の都市計画
区域：
５,０００㎡以上

都市計画区域
外の区域：
１０,０００㎡以上

一定面積以上の土地売買を行う際は注意を

届け出をしなかった場合は罰せられます

一定面積以上の土地売買を行う際は注意を一定面積以上の土地売買を行う際は注意を

届け出をしなかった場合は罰せられます



⑤

　市が、本年度下半期に発注する予定の２５０万円以上の工事について、入札・契約手続きの一層の透

明性を確保するため、次のとおり発注予定を公表します。

　なお、今回公表する発注予定工事の内容については、公表時点での予定であるため、実際に発注する

工事が公表内容と異なる場合があります。

【第３四半期】

○定住促進センター側溝改修工事（竹駒町字館

地内）

○旧矢作小学校簡易宿泊施設整備工事（矢作町

字愛宕下地内）

○旧矢作小学校簡易宿泊施設駐車場整備工事

（矢作町字愛宕下地内）

○仮設観光案内所新築工事（高田町字鳴石地内）

○仮設道の駅トイレ新築工事（高田町字大石沖

地内）

○不燃物処理施設整備工事（高田町字大隅地内）

○クレーン等オーバーホール工事（高田町字大

隅地内）

○斎苑外構補修工事（高田町字太田地内）

○清掃センター仕舞い工事（高田町字大隅地内）

○ソーラー式ＬＥＤ灯設置工事（高田町字鳴石

地内ほか）

○林道細尾加茂線災害復旧工事（矢作町字坂下

地内）

○林道小桝内線災害復旧工事（矢作町字桝内地

内 )

○２３災１０６５号道路災害復旧工事（小友町

字三日市地内ほか）

○２３災１０６６号道路災害復旧工事（小友町

字金浜地内ほか）

○２３災１１０１号河川災害復旧工事（米崎町

字堂の前地内）

○２３災１１０９号道路災害復旧工事（広田町

字中沢地内）

○２３災１１６６号河川災害復旧工事（竹駒町

字十日市場地内）

○２３災１１８１号道路災害復旧工事（高田町

字馬場前地内ほか）

○２３災１１９３号道路災害復旧工事（小友町

字矢の浦地内）

○２３災下５６号下水道災害復旧工事（高田町

字古川地内ほか）

○市立小友小学校プール災害復旧工事（小友町

字宮崎地内）

○市立米崎中学校仮設運動場整備工事（米崎町

字脇の沢地内）

○防災備蓄倉庫設置工事（広田町字大久保地内

ほか）

○博物館仮設収蔵庫設置工事（矢作町字二田野

地内）

○スポーツドーム改修工事（高田町字山苗代地

内）

○スポーツドーム太陽光発電設備等設置工事

（高田町字山苗代地内）

○消防仮庁舎トイレ等設置工事（高田町字鳴石

地内）

○配水管布設工事（大隅工区）（高田町字大隅

地内）

○三陸縦貫自動車道整備に伴う送配水管移設工

事（大隅工区）（高田町字大隅地内）

○消火栓復旧工事（矢作町、竹駒町、気仙町、

小友町、広田町地内）

○配水管布設替工事（上細根工区）（竹駒町字

上細根地内）

【第４四半期】

○市立米崎小学校仮設運動場整備工事（米崎町

字野沢地内）

○林道整備に伴う配水管移設工事（矢作町字梅

木地内）

　詳しくは、財政課財政係（内線１５２）まで。

　火災は、火気を使用する機会の多い１２月から３月にかけて多く発生しています。火の取り扱いには

十分注意しましょう。

◎１１月１１日（日）に火防点検を実施

　消防団・婦人防火クラブ・婦人消防協力隊の皆さんが各戸を訪問し、火災予防を呼びかけるとともに

住宅用火災警報器の設置状況の聞き取り調査を行いますので、ご協力をお願いします。

◎住宅用火災警報器を設置しましょう

　アパートなどを含むすべての住宅には、住宅用火災警報器の設置が義務づけられています。 

　住宅用火災警報器は、煙や熱で火災をいち早く察知して、警報や音声で周辺に知らせる装置です。

※まだ設置していない家庭では、家族の生命・財産を守るためにも速やかに設置してください。

※すでに設置している家庭では、月１回程度の試験や電池残量のチェックなど適切な管理をお願いし　

ます。

　詳しくは、消防署（☎５４－２１１９）まで。

※工事名（工事場所）記載順は順不同

平成２４年度下半期

「消すまでは　出ない行かない　離れない」

秋季火災予防運動が実施されます 期間は１１月９日（金）～１５日（木）

（平成２４年度全国統一防火標語）

「消すまでは　出ない行かない　離れない」

工事発注予定を公表工事発注予定を公表



２０１２年（平成２４年）１１月１日号　⑥

～児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの行動が子どもの命と心を救います～

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、自身が出産や子育てに悩んだときには、下記に連絡・

相談してください。

　連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。また、連絡した人

が責任を問われることはありません。

岩手県一関児童相談所　☎０１９１－２１－０５６０

陸前高田市社会福祉課　☎０１９２－５４－２１１１（内線２２０）

　気仙広域連合では、気仙の伝統文化を継承している郷土芸能団体が競演する「気仙郷土芸能まつり」を

開催します。

▽日時　１１月２３日（金）午後０時３０分開会

▽会場　大船渡市民文化会館大ホール

▽入場料　無料

▽出演団体

（大船渡市）坂本沢芸能保存会、前田郷土芸能保存部、川原鎧剣舞保存会、長安寺太鼓保存会

（陸前高田市）生出神楽保存会、槻沢芸能保存会、生出鹿踊保存会

（住田町）大平梅ノ木念佛剣舞保存会、行山流山口派柿内沢鹿踊芸能保存会

（盛岡市）三本柳さんさ踊り保存会

（遠野市）青笹町しし踊り保存会

▽問い合わせ先　大船渡市芸術文化協会事務局（大船渡市役所教育委員会内、☎２７－３１１１ 内線

２９０）

●児童虐待とは…

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど身体的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど性 的 虐 待

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い

病気になっても病院に連れて行かないなど
ネグレクト

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対し

て暴力をふるう（ＤＶ）など
心理的虐待

　赤ちゃんがなにをやっても泣きやまないと、イライラしてしまうことは誰にでも起こり得ます。し

かし、泣きやまないからといって、激しく揺さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子どもが激し

く揺さぶられたり、頭を叩かれたりするような大きな衝撃を与えられると、見た目には分かりにくい

ですが、頭（脳や網膜）に損傷を受け、重い障がいが残ったり、命を落としたりすることもあります。

どうしても泣きやまないときは、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、その場を少しの間でも離れ、まず

自分をリラックスさせましょう。

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

乳幼児揺さぶられ症候群

１１月は児童虐待防止推進月間

第１３回 気仙郷土芸能まつり第１３回 気仙郷土芸能まつり



⑦

紙 上 年 金 教 室紙 上 年 金 教 室

１１月２１日（水）市役所３号棟 第３会議室　午前１０時３０分～午後３時３０分
※相談は事前に予約が必要です。申込先は一関年金事務所（☎０１９１－２３ー４２４６）

平成２４年１１月

社会保険相談日程

　国民年金保険料は、所得税お

よび住民税の申告において全額

が社会保険料控除の対象になり

ます。その年の１月１日から

１２月３１日までに納付した保

険料が対象です。

　この社会保険料控除を受ける

ためには、納付したことを証明

する書類の添付が義務付けられ

ています。

　このため、平成２４年１月１

日から９月３０日までの間に国

民年金保険料を納付した人につ

いては、「社会保険料 ( 国民年

金保険料 ) 控除証明書」が 11

月上旬に日本年金機構本部から

送付されますので、大切に保管

し、年末調整や確定申告の際に

は必ずこの証明書 ( または領収

証書 ) を添付してください。

　また、１０月１日から１２月

３１日までの間に今年初めて国

民年金保険料を納付した人につ

いては、来年の２月上旬に送付

されます。

　なお、家族の国民年金保険料

を納付した場合も、本人の社会

保険料控除に加えることができ

ますので、家族あてに送付され

た控除証明書を添付の上申告し

てください。

　「社会保険料 ( 国民年金保険

料 ) 控除証明書」についての照

会は、控除証明書のはがきに表

示されている番号に問い合わせ

てください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告までに大切に保管を～

▽日時 １１月２５日 ( 日 ) 開場：午後１時３０分、

上映：午後２時、終了予定：午後３時４５分

▽場所　市役所４号棟３階第６会議室

▽入場料　無料（ただし、入場整理券が必要になり

ます。入場整理券は生涯学習課で配布しています）

　昭和１７年、孤児院を脱走した西村アキオ（吉

井一肇）は、こんぺいとうを盗み逮捕される。

空腹のアキオに、担当刑事の遠山（遠藤憲一）

が菓子パンをくれた。初めて口にする甘味はア

キオを夢心地にさせるのだった。昭和１８年、

野田フサノ（いしだあゆみ）の養子になったア

キオは家族ができたと大喜び。だが、フサノに

とってアキオは労働力でしかなく、ショックを

受けたアキオは家出し、尾上紋三郎（林隆三 )

率いる旅一座と共に巡業に出る。しかし、戦争

という現実が旅一座をも打ち壊してしまい、世

の中に絶望するのだった。そして、終戦。心を

閉ざして社会の片隅で生きていたアキオを救っ

たのは、彼を支えた“やさしい人の心”と“お

菓子の持っている不思議な力”だった……。

　詳しくは、生涯学習課（内線２５１）まで。

■あらすじ………

映画『エクレール・お菓子放浪記』上映会

『控除証明書専用ダイヤル』０５７０－０７０－１１７（ナビダイヤル）
（平成２４年１１月１日～平成２５年３月１５日）
※ナビダイヤルは、固定電話からかける場合は、全国どこからでも市内通話料金で利用できます。
ただし、固定電話以外（携帯電話など）からかける場合は、通常の通話料金がかかります。
※０５０または０７０から始まる電話でかける場合は…０３－６７００－１１３０（通常の通話料
金がかかります）

映画『エクレール・お菓子放浪記』上映会映画『エクレール・お菓子放浪記』上映会
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　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

　この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保

険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法、または職業訓練受講給付金を受給

しながらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

１１月１４日（水）　 ９：３０～１１：３０ モビリアセンターハウス

１１月１４日（水）１３：３０～１５：００

１１月１６日（金）１０：００～１２：００ 横田中学校仮設団地談話室

１１月２０日（火）　 ９：３０～１１：３０ 高田高校仮設団地集会所

１１月２０日（火）１３：３０～１５：００ 米崎中学校仮設団地談話室

１１月２７日（火）１０：００～１２：００ 二日市仮設団地談話室

１１月　９日（金）１０：００～１２：００ 矢作小学校仮設団地談話室

開　催　日　時 開　催　場　所

１１月３０日（金）１０：００～１２：００ モビリアセンターハウス

米崎小学校仮設団地集会所

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。１１月の診療日程は下表のと

おりです。

※１．子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科

を開設しています。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．１０月からインフルエンザ予防接種（６カ月児～中学生対象）を行っています。実施曜日は、内科

医または小児科医が勤務する水曜、木曜、土曜日が中心で、事前予約制になっています。

※３．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 １１月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

１１月　８日（木）

１１月１０日（土）

１１月１１日（日）

１１月１４日（水）

１１月１５日（木）

１１月１７日（土）

１１月１８日（日）

１１月２１日（水）

１１月２２日（木）

１１月２３日（金）

１１月２４日（土）

１１月２５日（日）

１１月２８日（水）

１１月２９日（木）

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

内科系、外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科、泌尿器科、子どもの心、皮膚科（要予約）

内科系、外科系

内科系、外科系、皮膚科、泌尿器科

内科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科、泌尿器科

内科系、小児科  

１１月の就職支援相談会



⑨

　

「
が
ん
ば
ら
な
い
」「
あ
き
ら
め

な
い
」「
な
げ
だ
さ
な
い
」
な
ど

の
著
者
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や

イ
ラ
ク
の
支
援
、
ま
た
東
日
本
大

震
災
で
も
各
地
を
支
援
し
て
い
る

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
鎌
田
實

先
生
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

▽
場
所　

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

▽
演
題　

「
地
域
で
命
を
支
え
る
」

～
や
っ
ぱ
り
人
間
っ
て
捨
て
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
～

　

詳
し
く
は
、
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
０
４
）
ま
で
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適

正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
本

年
度
も
次
の
日
時
で
回
収
を
行
い

ま
す
の
で
、
適
正
な
分
別
と
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
回
収
日
当
日
は
、
処
理
の

委
任
と
費
用
負
担
に
か
か
る
書
類

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
通
帳
印
と

口
座
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
回
収
日
時
・
場
所

・
十
一
月
十
四
日
（
水
）
午
前
九
時

～
午
前
十
一
時
…
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
東
部
農
業
セ
ン
タ
ー
（
米
崎
町
）

・
十
一
月
十
五
日
（
木
）
午
前
九
時

～
午
前
十
一
時
…
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
西
部
農
業
セ
ン
タ
ー
（
竹
駒
町
）

▽
回
収
す
る
も
の　

使
用
済
み
ハ

ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
、
肥
料

袋
な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

▽
運
搬
す
る
際
の
注
意
点　

農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
運
搬
す
る

際
に
は
、
車
両
の
両
側
面
に
「
産

業
廃
棄
物
収
集
運
搬
車
」
で
あ
る

旨
の
表
示
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
に
携
帯
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
書
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
表
示
・
書
類
は
、
Ｊ
Ａ
お
お

ふ
な
と
各
支
店
ま
た
は
農
林
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、農
林
課
農
政
係
（
内

線
４
０
１
）
ま
で
。

　

公
表
す
る
の
は
、
今
年
四
月
か

ら
九
月
ま
で
に
行
っ
た
懲
戒
処
分

二
件
で
す
。

【
懲
戒
処
分
１
】

・
処
分
年
月
日　

八
月
十
日

・
処
分
内
容　

戒
告

・
被
処
分
者
の
職
位
等　

主
任
級

四
十
代

・
事
案
の
概
要　

四
月
五
日
の
朝
、

通
勤
途
中
に
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
も
の

【
懲
戒
処
分
２
】

・
処
分
年
月
日　

九
月
十
四
日

・
処
分
内
容　

戒
告

・
被
処
分
者
の
職
位
等　

主
事
級

二
十
代

・
事
案
の
概
要　

四
月
十
一
日
の

朝
、
通
勤
途
中
に
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
も
の

　

水
道
事
業
所
で
は
、
昨
年
度
中

に
行
わ
れ
た
水
道
工
事
の
状
況
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
、
十
一
月
十
五
日

か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
。

　

期
間
中
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
委
託
請
負
業
者
が
、
調
査
の

た
め
私
有
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所
工
務

給
水
係
（
内
線
４
３
４
）
ま
で
。

　

震
災
に
よ
り
利
用
で
き
な
く
な

っ
た
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
回

数
券
の
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
。

一
部
使
用
し
た
場
合
の
払
戻
金
の

計
算
式
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
計
算
方
法　

払
戻
金
＝
回
数
券

金
額
÷
十
二
回
（
一
円
未
満
切
り

上
げ
）
×
残
存
回
数

・
例
①　

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）

残
存
回
数
が
六
回
の
場
合
…

五
千
円
÷
十
二
回
×
六
回
＝

二
千
五
百
二
円

・
例
②　

小
学
生
で
残
存
回
数
が

八
回
の
場
合
…

二
千
円
÷
十
二
回
×
八
回
＝

千
三
百
三
十
六
円

《
参
考
》
回
数
券（
十
二
回
分
）の
価
格

・
一
般
（
高
校
生
含
む
）　

五
千
円

・
中
学
生　

三
千
円

・
小
学
生　

二
千
円

・
幼
児
（
三
歳
以
上
）　

千
円

▽
申
込
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係

※
１
．
申
請
書
を
持
参
す
る
際
は
、

払
い
戻
し
の
対
象
と
な
る
回
数
券

も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
．
払
戻
金
は
後
日
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
の
で
、
通
帳
、
印
鑑

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係（
内
線
２
５
２
）ま
で
。

いとう　あきとし
ちゃん

いしかわ　ここみ
ちゃん

おおや　めい
ちゃん

きくち　かずき
ちゃん

かんの　そらと
ちゃん講師の鎌田氏

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
十
月
健
診
分
①

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
お
知
ら
せ

公
表
基
準
に
よ
り

職
員
の
懲
戒
処
分
を
公
表

工
事
の
状
況
を
確
認
し
ま
す

水
道
管
布
設
状
況
調
査

市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

回
数
券
払
い
戻
し
の
お
知
ら
せ

地
域
ぐ
る
み
で
医
療
を
支
え
ま
し
ょ
う

福
祉
講
演
会
の
お
知
ら
せ
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皆
さ
ん
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
各

分
野
の
専
門
家
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。

▽
日
時　

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
十
時
～
正
午
、
午
後
一
時
～

三
時

▽
場
所　

市
役
所
四
号
棟

▽
参
加
予
定
専
門
家
な
ど　

弁
護

士
、
司
法
書
士
、
中
小
企
業
診
断

士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
税

理
士
、
弁
理
士
、
行
政
書
士
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー　

　

詳
し
く
は
、
岩
手
県
行
政
書

士
会
（
☎
０
１
９
ー
６
２
３
ー

１
５
５
５
）
ま
で
。

　

気
仙
地
区
在
住
の
心
身
に
障
が

い
の
あ
る
人
が
製
作
し
た
絵
画
、

書
道
、
写
真
、
工
芸
な
ど
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
菓
子
や

小
物
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
十
日
（
土
）
午

前
九
時
～
午
後
四
時
、
十
一
日

（
日
）
午
前
九
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
四
号
棟

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）

ま
で
。

▽
期
日　

十
二
月
一
日
（
土
）、

二
日
（
日
）

▽
場
所　

市
役
所

▽
内
容

【
十
二
月
一
日
（
土
）】

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ド
ル
の
夕
べ
」

　

自
分
の
手
で
、
美
し
い
キ
ャ
ン

ド
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
つ
く

っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
作
品
と
し

て
持
ち
帰
り
で
き
る
ほ
か
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
で
点
灯
し
、
小
さ
な

灯
り
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
時
間　

午
後
三
時
～
五
時

・
講
師　

県
立
美
術
館
職
員

・
対
象　

小
学
生
以
上

・
参
加
料　

百
円
（
保
険
料
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
定
員
と
な
り
し
だ
い
締
切

と
な
り
ま
す
。
見
学
は
自
由
で

す
。

【
十
二
月
二
日
（
日
）】

◎
ア
ー
ト
デ
オ
ヤ
コ
〈
拡
大
版
〉

「
い
ろ
と
ひ
か
り
の
王
国
」

　

太
陽
の
光
を
通
す
色
紙
や
セ
ロ

フ
ァ
ン
を
自
由
に
使
っ
て
、
各
会

場
の
窓
を
き
れ
い
に
彩
り
ま
す
。

・
時
間　

午
前
十
時
三
十
分
～
正

午・
講
師　

県
立
美
術
館
職
員

・
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者
、
一
般
市
民

・
参
加
料　

百
円
（
保
険
料
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
参
加
者
が
多
い
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
見
学
は
自
由
で
す
。

◎
学
芸
員
講
座
「
東
日
本
大
震
災

の
美
術
品
レ
ス
キ
ュ
ー
」

　

震
災
で
被
災
し
た
多
く
の
美
術

品
や
文
化
財
が
「
文
化
財
レ
ス
キ

ュ
ー
」
に
よ
り
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
当
館
も
参
加
し
た
陸
前
高

田
市
立
博
物
館
の
美
術
品
レ
ス
キ

ュ
ー
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

・
時
間　

午
後
二
時
～
三
時

・
講
師　

県
立
美
術
館
主
任
専
門

学
芸
員　

根
本
亮
子

・
参
加
料　

無
料

　

詳
し
く
は
、
県
立
美
術
館
あ
ー

と
キ
ャ
ラ
バ
ン
担
当
（
☎
０
１
９

ー
６
５
８
ー
１
７
１
１
）
ま
で
。

　

気
仙
ブ
ロ
ッ
ク
男
女
共
同
参
画

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
で
は
、
復
興
に

向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
が
今
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
「
心
の
復
興
」
と

自
尊
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
十
八
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十

分

▽
会
場　

市
役
所
四
号
棟

▽
演
題　

「
復
興
の
第
一
歩
は
、

自
分
自
身
の
力
で
」

▽
講
師　

手
塚
千
砂
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
自
己
尊
重
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
協
会

代
表
理
事
）

　

今
と
昔
の
子
育
て
の
仕
方
を
取

り
上
げ
、
世
代
を
超
え
て
子
育
て

に
大
切
な
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
土
）

午
後
一
時
～
四
時

▽
会
場　

大
船
渡
市
猪
川
地
区
公

民
館

▽
講
演　

「〝
待
つ
〟
と
い
う
技
術

〝
信
じ
る
〟
と
い
う
力
」

▽
講
師　

山
本
克
彦
氏
（
一
般
社

団
法
人
子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
い
わ
て
代
表
理
事
）

※
参
加
無
料
、
託
児
あ
り
（
要
予

約
）

　

詳
し
く
は
、
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
大
洋
（
☎
２
１
ー

３
１
３
０
）
ま
で
。 

　

山
田
町
、
陸
前
高
田
市
、
石
巻

市
の
「
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ

ブ
」
メ
ン
バ
ー
と
、
全
国
で
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
約
百
人
が

話
し
合
い
、
全
国
に
意
見
を
発
信

し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
五
年
生

か
ら
高
校
生
二
十
人
程
度

▽
日
程

・
十
二
月
一
日
（
土
）　

市
内

・
十
二
月
二
日
（
日
）　

ホ
テ
ル
紅

葉
館
（
花
巻
市
）

※
集
合
場
所
は
市
内
で
、
ホ
テ
ル

に
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
詳
細

は
、
お
っ
て
参
加
者
に
通
知
し
ま

す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
締
切　

十
一
月
十
四
日

（
水
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
☎

０
１
９
８
ー
６
８
ー
３
０
１
２
）

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
の
普
及
啓
発
や
、
早
期

の
対
応
な
ど
を
紹
介
し
、
地
域
に

お
け
る
認
知
症
へ
の
理
解
の
促

進
を
図
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
人

や
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
三
十
日(

金)

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

県
内
専
門
家
合
同
相
談
会

無
料
相
談
会
を
開
催

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

気
仙
地
区
障
が
い
者
作
品
展

美
術
に
ふ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

あ
ー
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
２

心
の
復
興
を
目
的
に

自
信
湧
く
「
ほ
め
日
記
」
講
座
開
催

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
大
洋
か
ら

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

東
北
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

認
知
症
を
理
解
し
よ
う

岩
手
県
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー



⑪

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　…

竹駒　…

気仙　武　藏　諒
りょう

　磨
ま

（要谷・通・9/26）

髙田　佐　藤　優
ゆう

　仁
と

（鳴石・淳・10/7）

米崎　…

小友　…

広田　熊　谷　美
み

　玖
く

（後花貝・秀孝・9/13）

　　　村　上　乃
の

　彩
あ

（平畑・勝哉・9/24）

　　　手　塚　ひろ海
み

（根岬・大地・9/28）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　伊　藤　ツルヨ（山崎・91・9/28）

横田　…

竹駒　熊　谷　キミヨ（細根沢・97・9/21）

　　　松　野　禮　子（相川・83・10/12）

気仙　伊　東　和　子（神崎・80・9/29）

　　　後　藤　庄　平（中井・70・10/2）

髙田　伊　東　文　彦（並杉・42・H23．3/11）

　　　藤　原　靜　子（法量・84・9/26）

米崎　新　沼　アサヲ（川向・84・9/18）

　　　鈴　木　シ　マ（和野・92・10/8）

小友　近　江　小金治（両替・85・9/19）

広田　村　上　信　吉（集・85・10/1）

慶  弔（届出日：９/１６～１０/１５）

▽
会
場　

ア
イ
ー
ナ
（
盛
岡
市
）

▽
内
容　

・
講
演
「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
」

講
師　

寺
山
靖
夫
氏
、「
老
後
の

豊
か
な
過
ご
し
方
」
講
師　

生
島

ヒ
ロ
シ
氏

・
活
動
発
表　

「
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
の
取
り
組
み
」

▽
参
加
費　

無
料

　

詳
し
く
は
、
県
高
齢
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
９
ー

６
２
５
ー
７
４
９
０
）
ま
で
。

　

「
津
波
や
地
震
で
家
も
車
も
失

っ
た
の
に
、
ロ
ー
ン
は
残
っ
て
支

払
い
が
難
し
い
」「
事
業
を
再
開

し
た
い
が
地
震
で
壊
れ
た
設
備
の

借
り
入
れ
が
残
っ
て
い
る
」
な
ど

の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
個
人
や
個

人
事
業
主
を
対
象
に
、
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　

十
一
月
十
三
日
（
火
）、

十
二
月
十
八
日
（
火
）

▽
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時

▽
場
所　

市
役
所

※
電
話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
連
絡
先

・

コ

ー

ル

セ

ン

タ

ー
（

☎

０
１
２
０
ー
３
８
０
ー
８
８
３
）・

岩
手
支
部
（
☎
０
１
９
ー
６
０
６

ー
３
６
２
２
）

　

と
も
に
、
受
付
時
間
は
平
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
委
員
会
岩
手
支
部
（
☎

０
１
９
ー
６
０
６
ー
３
６
２
２
）

ま
で
。

▽
日
時　

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
八
時
～
午
後
二
時

▽
場
所　

碁
石
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
前
広
場

　

詳
し
く
は
、
け
せ
ん
軽
ト
ラ
市

実
行
委
員
会
祝
原
（
☎
０
８
０
ー

１
７
３
０
ー
３
５
５
９
）
ま
で
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
を
促
進
し
地
域
の
需
要

に
応
え
る
た
め
、
技
能
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
技
能
を
習
得
し
た

い
人
や
、
会
員
に
な
っ
て
、
一
緒

に
働
く
希
望
の
あ
る
人
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

十
一
月
十
六
日
（
金
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

▽
場
所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
内
ふ
れ
あ
い
工
房

▽
持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
、
筆
記
用

具
、
昼
食

※
持
っ
て
い
る
人
は
ハ
ケ
、
定
規

▽
申
込
方
法　

電
話
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
定
員　

二
十
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
５
４
ー
４
８
８
８
）
ま
で
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
十
二
月
一

日
採
用
の
嘱
託
図
書
館
司
書
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
業
務
内
容　

仮
設
図
書
館
に
お

け
る
図
書
受
け
入
れ
、
貸
し
出
し
、

啓
発
事
業
企
画
、
移
動
図
書
館
車

運
行
支
援
な
ど
、
図
書
業
務
全
般

▽
資
格
要
件　

市
内
お
よ
び
そ
の

周
辺
地
域
に
在
住
の
人
で
、
普
通

自
動
車
免
許
証
を
所
持
し
司
書
の

資
格
を
有
す
る
人
。

▽
募
集
人
員　

一
人

▽
勤
務
場
所　

仮
設
図
書
館
（
竹

駒
町
字
館
44
番
地
）

▽
報
酬
な
ど　

月
額
十
五
万
円
程
度

▽
勤
務
時
間　

火
曜
日
か
ら
日
曜

日
ま
で
の
六
日
間
の
う
ち
、
原
則

四
日
間
で
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
の
間
に
割

り
振
り
し
た
時
間
（
休
憩
時
間

六
十
分
）。
た
だ
し
週
二
十
九
時

間
勤
務

▽
雇
用
期
間　

平
成
二
十
四
年

十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

▽
休
暇
な
ど　

非
常
勤
職
員
人
事

事
務
取
扱
要
領
の
規
定
に
よ
る
日

数▽
加
入
保
険　

健
康
保
険
（
介
護

保
険
含
む
）、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険

▽
申
込
締
切　

十
一
月
十
九
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

審
査

▽
審
査
日　

十
一
月
二
十
一
日（
水
）

▽
審
査
場
所　

市
役
所
三
号
棟

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
５
３
）

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

手
軽
に
出
店
、
気
軽
に
買
い
物

け
せ
ん
軽
ト
ラ
市
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

障
子
張
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ

司
書
資
格
を
持
つ
人
へ

嘱
託
図
書
館
司
書
を
募
集
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発
災
当
時
は
八
幡
平
市
で
も
激
し

い
揺
れ
を
感
じ
、
二
、
三
日
停
電
が
続

き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
ず
、

電
話
・
通
信
と
も
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
状

態
だ
っ
た
の
で
、
三
陸
に
大
津
波
が
襲

っ
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
翌
日

の
三
月
十
二
日
で
し
た
。

　

今
年
の
三
月
に
上
司
か
ら
陸
前
高

田
市
へ
の
派
遣
を
打
診
さ
れ
、「
行
き

ま
す
」
と
即
答
し
ま
し
た
。
四
月
に
こ

ち
ら
に
来
た
と
き
は
、
が
れ
き
が
だ
い

ぶ
片
付
け
ら
れ
て
い
る
な
と
い
う
印

象
で
し
た
が
、
旧
市
街
地
に
は
衝
撃
的

な
光
景
が
広
が
っ
て
い
て
、
復
興
に
向

け
て
一
年
間
、
自
分
に
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
七
カ
月
経
ち

ま
し
た
が
、
陸
前
高
田
市
は
海
・
山
・

川
の
三
つ
が
そ
ろ
う
自
然
が
豊
か
な

ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
中

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
と
会
話
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
前
向
き
な
人

が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
第
一
中
学
校
の

仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た
り
、

被
災
し
た
店
舗
の
再
建
が
進
ん
だ
り
、

着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
職
場
で
は
パ
ソ
コ
ン
管
理
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

経
験
は
初
め
て
で
毎
日
が
勉
強
で
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
が
復
興
に
向
け
て
仕

事
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
陰
な
が
ら

支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑬

伊
　
藤

　
真

　
吾 

 

さ
ん

総
務
課　

主
事

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

伊
藤　

真
吾
（
い
と
う　

し
ん
ご
）

　

八
幡
平
市
（
旧
西
根
町
）
出
身
。
高
校
を
卒
業
後
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
そ
の
後
専
門
学
校
を
経
て
、

昨
年
の
四
月
に
八
幡
平
市
役
所
に
入
庁
。
農
政
課
で
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
や
熱
水
ハ
ウ
ス
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
を
担
当
す
る
。
経
験
二
年
目
に
し
て
本
市
の
派
遣
職
員
と
な
り
、
総
務
課
に
配
属
。

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
管
理
な
ど
を
担
当
し
、
業
務
の
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。


